
  
提出した要求書は、休暇、妊娠・出産にかかる

要求、両立支援制度、労働時間、健康確保、職場

の安全、非常勤職員の労働条件改善、高齢期の働

き方など多岐にわたり、どれも切実な要求です。

人事院としての役割を十分に発揮するよう強く

求めました。参加者からは、 
 子どもにとって小学校入学は大きな環境の変

化であり、心身とともにバランスを崩しやすい。

子どもの看護休暇、育児時間の対象年齢を義務

教育まで拡大の要望が非常に多い。 
 20 歳代の若年性乳がんが増えていることから、

若年者も検診対象としてほしいとの要望が大

きい。人事院として乳がん等の検診の指針を示

してほしい。 
 不妊治療は精神的にも経済的にも負担が大き

い。有給休暇では不足する場合もあり、不妊治

療ための休暇の新設をしてほしい。 
 発達障害の子は小学校に入ってからも、専門病

院の通院のほか、訓練にも通う必要がある。す

べて親の付き添いが必要であり、現行の休暇制

度ではまかないきれないものがある。また、超

過勤務縮減対策を有効性あるものにすること。 
 プレミアムフライデーには 5 時に電気を消し

て、土日に休日出勤をしている職員がいるなど

本末転倒である。組合で超勤実態アンケートを

実施、女性でも月平均 54 時間の超勤をしてい

る。このままでは、結婚、出産、育児などの将

来を見通せない。特に本省は国会質問対応で超

勤が増えている。人事院として対応を求める。 
 窓口業務やチームで行う業務の場合フレック

ス制度が使いづらい所もある。育児のための両

立支援制度の対象年齢を義務教育年齢まで引

き上げてほしい。 
 交代制勤務の 11 時間インターバル制度を実効

性のあるものとなるよう指導してほしい。病院

によっては 16 時間働きづめという事例も出て

いる。 
 介護の短期休暇は、２週間以上の介護要件があ

り、急病等には対応出来ず、使い勝手が悪い，

２週間の介護要件を外してほしい。 
そのほか、「家族のための看護休暇の新設の要

求」「再任用時の年次有給休暇繰越の改善要求」

「転居を伴う異動を登用の条件としないこと」な

ど、両立支援制度の拡充、長時間勤務の縮減の発

言が多く出され、また、職場環境の改善につなが

る新制度の要求などを行いました。 
人事院からは、民間準拠という観点から公務独

自での制度拡充等は難しいという回答で、従前を

超えるものは出されませんでしたが、交渉につい

ては、職場の実態を伺う機会として重要であり、

各部署で共有していることを改めて強調されま

した。また、今回強い要求として各単組から発言

があった不妊治療の支援については、「政府が不

妊治療と仕事の両立に関する民間の実態調査等

を行うこととしており、人事院としても民間の状

況等を注視していく」と回答しました。 
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両立支援制度の拡充、長時間勤務改善，非常勤職員の待遇改善など、 

働きやすい職場環境ををもとめて交渉 

国公労連女性協は 2017 年 7 月 5 日（水）、「働

きやすい職場環境を求める要求書（以下、要求

書）」を人事院に提出し、交渉を行いました。参

加者は単組代表３名と女性協役員５名で、人事

院側は職員福祉局職員福祉課田中課長補佐が対

応しました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
1954 年３月１日、ビキニ環礁でのアメリカの水爆

実験によってマグロ漁船「第五福竜丸」船員の久

保山愛吉さんが亡くなりました。広島・長崎につ

ぐ３度目の被爆に母親たちは怒り、平塚らいてう

さんら５人は全世界にむけ「原水爆禁止のための

訴え」を送り、1955 年スイスのローザンヌで世界

母親大会の開催が決定しました。それに先立ち６

月、東京に全国から 2000 人の母親が集まり第 1

回日本母親大会が開かれました。今年は 29 年ぶ

りに岩手で開催します。日本母親大会は老若男女

誰でも参加できます。参加希望の方は、各都道府

県の母親連絡会まで連絡ください。各県の母親大

会実行委員会の連絡先については、第 63 回日本

母親大会実行委員会（03-3230-1836）にお問い合

わせください。大会チラシのダウンロードはこち

らからどうぞ。http://hahaoyataikai.jp/ 

女性協第 43 回総会のお知らせ 

 

日 時 2017 年 9 月 23 日(土)13：00～24 日(日)12：00 

場 所 国公労連 5 階会議室 

学習会 「女性部って必要？ 

-女性部運動の歴史と活動に学ぼう-」 

講師 長尾ゆりさん (全労連女性部部長 元高校教師) 

 

今回の総会学習会では、長年、組合で女性部運動を進めてきた長尾さんの知識と経験を学校

の先生らしい優しくわかりやすい語り口でお話いただきます。忙しすぎる毎日で組合活動の必

要性を感じているけど、しんどい思いをしている人や職場に入って間もない人に聞いていただ

きたいと思います。どなたでも参加できます。もちろん子ども連れも OK。 

総会では、職場の状況、個人で抱えている悩みや思いをみんなで共有して、次年度の方針を

決定したいと思います。 

総会招集文書は、各単組、ブロック・県国公宛てに発出していますので、参加希望者は、そ

れぞれの組織にお問い合わせください。なお、各ブロック・県国公からの特別代議員(一人)

については交通費＆宿泊費は女性協が負担します（女性協未結成、休眠状態の組織でも可） 

第 63 回日本母親大会 in岩手 開催迫る！ 


